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要

目 的 :X線 computed lomography(CT)の 連続冠
状断再構成画像を用いて,主に眼富容積の発育について

検討した.

方 法 :少 なくとも片側眼富は健常であった 109例
(男性 74例 ,女性 35例 )を対象とし,眼富容積計測の再

現性,容積の個体における左右差および年齢・性別。身長・

体重および外側眼富縁間距離との相関を検討した.

結果と結論 :同一症例 2回の計測による差は約 0.4%

であり,再現性は良好であった。左右差は平均 0.06 cm3

であり,無視できる範囲内であった。また,左右差は年齢

との間に一定の傾向を示さなかった.眼富容積は,身長と
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約

外側眼富縁間距離に強い相関があった。一方,年齢につい

ては 12歳未満では性差がなく,年齢との間にも相関が

強かった。眼富容積が急速に発育するのは,男 性で 15

歳,女性で 11歳までと推測され,こ の際の眼富容積は成
人の 95%以上に達した.本計測による日本人成人の平
均眼富容積 は,男 性 は 23.6± 2.0(平 均値±標準偏差 )

cm8,女性は 20。 9± 1.3cm3でぁった。(日 眼会誌 104:724

-730,2000)
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Abstract
Purpose:Usingreconstructed X-ray computed to- of growth. Both the height and the interlateral or-

mography (CT) images of serial coronal sections, we bital rim distance had a strong correlation with the

measured the orbital volume and studied its changes orbital volume. Referring to the relation between

with age. age and orbital volume, a strong correlation with an

Methods : The subjects consisted of 109 patients almost identical approximate equation was obtained
(74 males,35 females) who had undergone X-ray for both sexes under 12 years of age. Presumably,
CT. After the reproducibility of orbital volume meas- the rapid growth of the orbit comes to an end by 15

urements and laterality in individuals were confirm- years of age in males and 1l years in females. This
ed, the relation between the orbital volume and the means that more than 957o growth of adults has al-

age, sex, weight, and interlateral orbital rim dis- ready been completed in the first half of the teens.

tance were examined. The mean orbital volume in adult Japanese is 23.6+

Results and. Conclu.siore : The difference between 2.0(mean*standard deviation)cm' in males and 20.9

two measurements in the same patients was 0.4% for *1.3 cm" in females. (J Jpn Ophthalmol Soc 104:724

measured volume, which showed the reproducibility -730, 2000)

of this measurement to be good. The laterality in in-
dividuals was 0.06 cm'' ; this difference was very Key words : Orbital volume, Measurement, Growth,

small and not significant. The orbital volume showed Helical computed tomography
no unbalance between the right and left at any stage

I緒  言

ある限られた容積を持つ眼宙腔内の組織の容量の変化

は眼球突出や眼球陥凹を来す反面,眼嵩腔の形状や大き

さの変化,すなわち,眼嵩容積の拡大や縮小もまたそれら

を惹き起こす
1)～ 3)。 この眼宙容積について,大野"は 日本
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人の解剖学的実測値による検討を行い,性別と右左別を

男性で各々 26.O cm3.25。 9 cm3,女性で23.lcm3.23.2 cm3

と報告 している。また,海外では臨床的には 25～ 30 cm3

という数字が広く受け入れられているように,眼寓容積

は人種・性別によって異なることが知られている
5)。

X線 computed tomography(CT)を 用いた眼富容積の

計測の試教は以前からなされてきたが,これらの検討が

臨床に普及するには至っていなぃ 06)ヽ 9).さ らに,眼嵩容

積の発育に関する検討は皆無であり,一次元的計測方法

として生体の実測,X線写真や X線 CTが代用されてい
たに過ぎず,臨床応用が可能な眼宙容積の計測方法と基

礎的データの検討が待たれていた
10)～ 13)。 しかし,近年の

X線 CTの性能向上により臨床例での眼富容積の計測が

容易,かつ正確に行える可能性が出てきた。さらに,CT
による眼嵩腔の三次元的検討が臨床レベルで可能となっ

たことで,眼富腔の形状に変化を来す疾患に対するより

質の高い治療への期待ももたれている。例えば,眼宙壁骨

折に伴う眼宿容積の拡大を計測することで,今後起こり

得る眼球陥凹を早い段階で予測し,早期手術を目指すこ

とや,甲状腺眼症による眼球突出に対して眼嵩の容積の

拡大 (眼高減圧術)を定量的に行うなどである
M)15).

今回,X線 CTの連続冠状断再構成画像を用いて眼嵩
容積を計測し,年齢との関係を検討した。その結果,こ の

方法により安定した眼宙容積の計測が可能であることが

明らかになるとともに,眼嵩容積の年齢との関係を眼科

臨床において得られやすいパラメータとの比較で検討し

たところ,有用な知見が得られたので報告する。

II実 験 方 法

1.対  象
主に外傷を理由に眼高部の X線 CTを撮影し,少なく
とも片側眼嵩は健常であった 109例 (男性 74例 ,女性 35

例)の 129撮影を対象とした。乳幼児に関しては,外傷例

視神経管

視神経

図 1 水平断 computed tomography(CT)画 像の角度
調整。

視神経管と視神経が全走行にわたって観察できる角度

に CTコ ンソール上で調整した。また,外側眼寓縁の高
さが同一になるよう,左右の角度 も調整 した。計測に

は,図中の涙嚢寓のレベルから視神経管開口部までの

範囲の連続冠状断画像を用いた。

が少なく例数が不足するため,片眼の網膜芽細胞腫例な

ど健側眼嵩の発育に影響しないと思われる症例も検討に

加えた。109例 中 20例 は眼宙壁骨折の手術前後に約 2週

間の間隔をあけて 2回撮影されたものである。109例 の

年齢の範囲は0.2～ 66.8歳で,平均年齢は22.9歳である。

2.眼嵩容積の計測方法

撮影に使用 した CTの機種は,ヘ リカルスキャン技
術
16)を
利用した東芝社製 X‐ VigOr全身用 CTス キャナー

である。撮影条件は寝台移動 1.Omm/X線管 1回転,60
秒間撮影,管電圧 135 kV,管電流 100～200 mAsである。

CTコ ンソール上で画像再構成ソフ トX― hnkを用い

て CT画像データから,視神経管と視神経の全走行が 1
枚の水平断で観察できるように画像角度を調整 し(図

1),2mmス ライスの連続冠状断画像を再構成した。この

画像を,画像計測ソフ トNIH image(National lnstitutes
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涙嚢宙のレベル

外側眼寓縁

視神経管開口部の
レベル

冠状断画像

計測画像

」1限宙裂

下眼嵩裂

外側眼省縁の前方
涙嚢高

視神経管開口部

図 2 NIH imageを用いたパーソナルコンピュータ画面上での トレース.
2mm間 隔の冠状断画像を用いて計測した。外側眼寓縁の前方。涙嚢富。上眼寓および下眼嵩裂は骨で囲まれ
ないため,直線で トレースした。トレース作業には,ベ ン入カタブレットを用いた .
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図 3 外側眼富縁間距離の計測方法 .
冠状断画像を前方から順にみて,外側眼富縁が描出され

る所で,骨の外側縁間の距離を計測した。

of He」 th,米 国)を 用いてパー ソナルコンピュー タ

(Power Macintosh)画 面上で骨性眼宙をトレースした。

トレースする際,window leve1 40,window width 400程

度の眼寓内組織が判別しやすい条件で行った。本検討に

おける眼嵩の計測は,前方は後涙嚢稜が描出される 1枚

前方の断面 (涙嚢宙)か ら,後方は視神経管開口部まで

行ったが,骨による境界のない部位である涙嚢宙,外側眼

嵩縁よりも前方や上:1艮寓裂,下眼高裂の部分は,主観を排

除するために直線で トレースした(図 2)。 各スライスで

の眼宙の断面積を求め,加算 し眼衛容積を算出した。ま

た,画像の計測はすべて一人の検者が行った。

得られたデータは,表計算統計ソフトである Microsoft

社 Exce1 98お よび Abacus Concepts社 Stat ViewJ-4.5

を用いて処理した。

3.検 討 内 容

1)眼宙容積の計測の再現性および個体における左右

差

109例のうち,片側眼宙壁骨折の手術前後に2回の CT

撮影をした 20例 (骨折群は男性 14例 ,女性 6例 ,年齢の

範囲 18.2～ 64.2歳 ,平均年齢 33歳 )で計測の再現性の検

討をするため,健側眼嵩容積を術前と術後で比較した。ま

た,眼高に損傷のない眼部外傷 26例 (健常群は男性 17

例,女 性 9例 ,年齢の範囲 0.6～ 66.8歳 ,平均年齢 25。 1

歳)で両側の眼宙容積を比較して個体における左右差を

検討した。

2)眼高容積と年齢・性別。身長・体重・外側眼富縁間距

離の検討

109例の 109撮影について検討した。計測した眼高は

健常側であるが,両眼高ともに健常である場合には,右側

の値を採用し,2回測定した 20例 については,術後の値

を採用した。

眼富容積と身長および外側眼嵩縁間距離との相関,109

例中で 20歳 以上 40歳 未満の男性 18例 については,

body mass index(BMI)を 用いた肥満との関係について

も検討を行った。パラメータとして採用した外側眼宙縁

間距離とは,Hertel眼球突出度計で眼球突出度を計測す

る際に指標となる値であり,こ れを想定してCT上で計
測した (図 3に外側眼寓縁間距離の計測方法を示す)。 一
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表 1 手術前後および個体の左右での眼富容積の比較

例数 平均 標準偏差 最小値 最大値

術前眼害容積 20
術後眼宿容積 20
術前一術後  20

0.52

0.54

0.69

19.6

19.6

23.84

23.75

0.09

27.3

27.5

p=0.56

右眼高容積  26
左眼嵩容積  26
右一左  26

3.96

4.03

0.56

12.1

12.0

21.13

21.07

0.06

26.8

27.9

p=0.58

単位 i cm3  paired_t test
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図 4 左右の眼寓容積の差と年齢分布 .
右眼富容積から左眼宙容積を減じた値と,年齢との関わ

りを検討したが,特に傾向はなかった。

方,BMIは体重 kg/(身 長 m)2で求められる値で,日 本肥

満学会による肥満の判定基準によると,男性,女性ともに

20歳以上 BMI=22を 標準とし,± 10%を 普通としてい

る。また,眼宙容積と年齢との関係を検討する際には,容

積の測定に用いた冠状断画像の枚数 (以下,ス ライス数)

も項目として加えたが,これは眼嵩の奥行きを表すパラ

メータである。

III 結  果

1.眼嵩容積の計測値の再現性および個体における左

右差

表 1に骨折群の術前・術後の健側の眼街容積,および健

常群の両側の眼嵩容積と計測結果を示す。骨折群での 2

回の計測による差は 0.09± 0.69(平均値±標準偏差)cm3

で有意差はなく(paired― t,p=0.56),本測定による再現

性がよいことがわかった.ま た,健常群での左右差は

0.06± 0.56 cm3で 有意差はなく(unpaired‐ t,p=0.58),

差は極めて小さいものであった.ま た,左右差は年齢との

間にも一定の傾向を示さず,成長の段階においても左右

の眼嵩容積の不均衡を示すことはないことがわかった

(図 4).

2.眼自容積と年齢・性別。身長・体重・外側眼嵩縁間距

離の検討

身長と眼嵩容積の関係を図 5に ,外側眼宙縁間距離と

眼宙容積の関係を図 6に示した。両パラメータともに図
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表 2 眼嵩容積と肥満

例数―一型:宣全堅里主――
平均値  標準偏差

20

日長
省 15

容
積 O

過体重～肥満(24.5<BMI)
やせ～普通(BMI≦ 24.5)

7 2.15

1.9611
● ●

10

5

0

(cm3)

30
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5

0

BMI: body mass index unpaired-t test p:0.50

N.S.
p=0.0135

40  60  80  100 120 140 1ω  180 2∞  (cm)
身長

図 5 身長と眼寓容積 .
群別回帰式

男性 :眼寓容積cm3=3.76+0.12×身長 cm;相関係数 0.銘
(p<0.0001)

女性 :眼嵩容積cm3=5.04+0.10×身長 cm;相関係数0."
(p<0.0001)

○ :男 ,● :女
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外側眼嵩縁間距離

図 6 外側眼嵩縁間距離と眼寓容積 .
群別回帰式

男性 :眼宙容積 cm3=_16.51+0.40× 外側眼寓縁間距
離 mm;相 関係数 0.87(p<0.0001)
女性 :眼寓容積 cm3=-14.59+0.37× 外側眼寓縁間距
離 mm;相関係数 0.89(p<0.0001)

のような回帰直線で示され,眼宙容積との間に相関係数

0.86～ 0。 89と 強い相関があった。このことから,身長と

眼宙外側縁間距離により眼嵩容積が一元的に推測され得

る可能性が推定された.肥満と眼省容積の関連について

は,BMI値 24.2よ り大きな群と小さい群に分類し,男性
の 20歳以上 40歳未満の 18例 を検討した。その結果,肥

満は眼宙容積に有意差を来さなかった(表 2).

次に,年齢と眼高容積を階級別に検討した(図 7)。 その

結果,男性は 12歳以上 18歳未満の群 (以下,12～ 18歳群

のように表記する)ま で有意に発育し,女性は 6～ 12歳群

まで有意に発育した。性差は 12～ 18歳群以降明らかと

なった。6～ 12歳群までは,性差なく眼宙容積は急速に増

加するので,12歳 未満と 12歳以上の群に分けて年齢と

unpaired―t test      エラーバー:± 1標準偏差
*:pく(0.0001

図 7 年齢 と眼宙容積 (階級別 ).
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図 8 12歳前後での年齢と眼富容積の相関.
群別回帰式

男子,12歳 未満 :眼寓容積 cm3=11.67+0.77×年齢 ;

相関係数 0.92(p<0.0001)

男子,12歳以上 :眼宙容積 cm3=22.45+0.05× 年齢 ;

相関係数 0.50(p=0.0205)

女子,12歳 未満 :眼 寓容積 cm3=11.35+0.80×年齢 ;

相関係数 0。 92(p<0.0001)

女子,12歳 以上 :眼寓容積 cm3=19.04+0.06×年齢 ;

相関係数 0.36(p=0.0053)
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表 3 18歳以上 40歳未満の群と40歳以上の群における男女別眼富容積 。身
長・外側眼富縁間距離・スライス数の比較

18歳以上 40歳未満  40歳以上

眼嵩容積 (cm3)

身長(cm)

外側眼嵩縁間距離(mm)

スライス数(枚 )

男

女

男

女

男

女

男

女

23.64:L2.02

20.89± 1.28

170.4± 6.0

159.0± 5.4

100.88± :3.60

96.61■ 4.99

20.1± 1.0

19。 7± 1.1

25.32± 1.74

22.86± 0.88

164.3± 6.9

152.5± 4.3

103.89± 4.41

99.35± 2.29

21.0± 0.8

20.4± 0.9

0.0135

0.0101

0.0072

p=0.0402

p=0.0282

N.S.

p=0.0077

N.S.

〓
　

一一
　

〓

ｐ

　
ｐ

　

ｐ

眼宙容積の相関を求めたところ,男性,女性ともほぼ同一

の発育を示し,強い相関があった (図 8)。 本検討における

12歳未満の年齢と身長・外側眼富縁間距離の相関係数を

算出したところ,各々 o.99お よび 0。 90と 非常に強く,こ

の間の眼宙容積を推測する際には,年齢。身長・外眼角問

距離のどのパラメータを用いても比較的信頼性の高い値

が得られる。また,12歳以降も弱い相関傾向を示し,眼宙

容積が年齢とともに徐々に増加する傾向を示した。12歳

未満の近似式と12歳以降の近似式の交点から,急速な眼

嵩の発育が終了するのは,男性で14.9歳 ,女性で 10.9歳

までであることが推測され,このときの各々の眼富容積

は23.2 cm3お よび 20。 l cm3で ぁった。

しかしながら,男性,女性ともに成長が停止したと考え

られる 18～ 40歳以降もさらに年齢とともに眼寓容積は

拡大した。この点をさらに検討するために 18～ 40歳群お

よび 40歳以上の 2群について身長・外側眼寓縁間距離お

よびスライス数を比較した。身長は男性,女性ともに 40

歳以上の群で有意に低身長であった。また,外側眼富縁間

距離とスライス数は男性においてのみ有意に増加 し,女

性では増加傾向はあるものの有意差はなかった(表 3).

IV考  按

CT画像を用いて眼宙容積を検討した報告は,1980年

代半ばから散見され,得 られるデータの診断的および治

療的有用性がある.しかし,報告の大部分は眼宙壁骨折や

甲状腺眼症などの患眼についてのものであり,健常な限

街についての検討は少なぃ
6).CT画
像の断面を用いた眼

宙容積の計測は,水平断・冠状断・矢状断など用いる断面

の種類によって眼宙の前方をどこまで測るかが異なるた

め,異なる断面を用いて計測したデータ間の比較は困難

である。現在までの報告は水平断画像による検討が多

く
1)● 7),冠
状断画像を用いた検討は少ない

S)".し かし,眼

寓容積の計測をより正確にするためには,疾患の種類に

よらず眼嵩の形状の観察が容易である断面を用いること

や,疾患の病態を眼宙容積に反映させるため,な るべく前

方まで計測する必要がある。特に前者に対しては,冠状断

画像を用いることが適していると考えられ,今回は連続

平均値士標準偏差 unpaired-t test

冠状断画像を用いて,涙嚢宙から視神経管開口部までの

骨性眼宙を計測した。しかし,本検討のように涙嚢宙から

計測する場合,外側眼宙縁より前方の骨がない部位を主

観が入らないようにトレースする必要があり,今回はこ

れらの部位を使宜上 1本の直線でトレースすることにし

た.ま た,眼宙前方部分のスライス角度の違いは,容積の

計測値に影響するため,作製する冠状断画像をなるべ く

同一角度からのものにする必要がある。そのため,CTコ

ンソール上で水平断画像を用いて視神経管,視神経の全

走行が同一視野に入るように画像の方向を調整して,い

わゆるドイツ水平面に平行な断面を作製した
17)。 そして,

この断面に垂直な冠状断を計測に用いた。

コンピュータ画面上でのトレースは,誤差を生じる可

能性があると考えられるが,Forbesら
6)に よると,その誤

差は 7～8%と され,McGurkら
18)に よると,1.6%である。

今回は,同一眼宙 2回の撮影データから計測した眼寓容

積を比較し検討したところ,差は0.09± 0。 69(平均値±

標準偏差)cm3でぁった。これは,実測値に対して約 0.4%

の変動であり,1回 目と2回 目測定の眼寓容積の間には

有意差のない結果で (paired― t test,p=0.56),誤差は極

めて少ないと考えられた.

個体における眼寓容積の左右差については,Forbes

ら6)は僅少であったとし,McGurkら
18)は
差は 0.65 cm3

であったと報告している。さらに,大野による日本人の解

剖学的実測では左右差は0.lcm3で ぁったとしている。

今回の CTに よる検討でも左右差は 0.06± 0.56 cm3で

有意差はなく(paired― t,p=0.58),こ の差は年齢との間

にも相関はなかった。このことから,眼街壁骨折や眼嵩内

腫瘍で眼富の形態が変化している場合でも,年齢を問わ

ず健側の計測値と比較して病態を検討することが可能で

あるといえる。

本検討においては計測の精度を検討していないが,支

障のないレベルであることが推測される。

眼宙容積の発育に関する検討では,身長と外側眼宙縁

間距離といった,日常診療で得やすいパラメータとの間

に相関係数 0.86～ 0.89の強い相関があった。発育に関す

る検討方法は,年齢を基にした絶対成長を扱うものと,身
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体のある部分の成長を基にした相対成長を扱うものとに

大別できる。年齢を基にした検討の場合,性差や個体差と

いった因子が多分に含まれ,一元的な検討ができない。近

年,よ り適切な発育の評価方法として生物学的年齢,すな

わち相対成長を重要視するようになってきた。その指標

の中でも,身長は計測が簡便で信頼度も高く,遺伝的要因

が強く影響し,個人の日常の生理的変化の影響をほとん

ど受けないとされている。頭部,顔面の発育に関しても身

長との間の相関を検討した報告
】9脚 )が多数あり,その有

用性が改めて確認された。しかし今回の結果では,成人例

で予測値から離れた測定値も見受けられ,こ の原因を検

索するために,20歳以上 40歳未満の成人男性の肥満度

をBMI値を基に検討したが,肥満による眼宙容積の拡大
はなかった。このように生物学的年齢である身長や椎骨

長,手骨骨化度などをパラメータにしても,思春期以降の

発育は相関係数が低下し,予測精度が低下するとの指摘

もある。佐藤
21)は
思春期以降の下顎骨の発育においては,

身長や他のパラメータとの相関が低下することを指摘し

ており,眼寓容積についてもこのような可能性について

今後さらに検討を要する。

年齢と眼嵩容積の検討では,男性は 12～ 18歳群まで有

意に発育し,女性は 6～ 12歳群まで急速に発育 した。ま

た,性差は 12～ 18歳群以降明らかとなった。図 8か ら,12

歳未満の男女はほぼ同一の近似式が得られ,強い相関を

示した。また,12歳以降も弱いながら有意な相関を示し,

眼宙容積が年齢とともに徐々に増加する傾向を示した。

推測値ではあるが,急速な眼嵩の発育が終了するのは,男

性で 14.9歳 ,女性で 10。 9歳 までであることが考えられ,

このときの各々の眼富容積は23.2 cm3お よび 20.l cm3

であった。男女ともに成長がほぼ停止していた 18～ 40歳

群の平均眼嵩容積は,男性で 23.6± 2.O cm3,女性で 20.9

±1.3 cm3で あるので,10代前半ですでに成人の 95%以

上の成長を完了したことになる。

一方,40歳以降でも有意に眼宙容積が拡大した原因を

検討するため,身長,外側眼高縁間距離,ス ライス数につ

いて検討したところ,身長は男性,女性ともに40歳以降

で有意に低下しており,眼宙容積との関係はむしろ逆説

的である。また,外側眼宙縁間距離およびスライス数は,

男性のみで有意に増加していた.以上から,40歳以上の

男性は,低身長で外眼角間距離が広く,眼宙の奥行きも深

いという特徴を示したものであるが,発育が持続 してい

るとは考えにくく,世代差による骨格の違いが関与して

いるのではないかと思われた。しかし,本検討においては

推測の域を出ない。

厚生省の資料
22)か ら,身長に明らかな性差が現れるの

は 14歳からであり,本検討において 12歳未満の眼宙容

積が男女で同じ発育形式を取ったことは妥当である。

Farkasら Ю)は両眼の内眼角間距離と瞳孔間距離を指標

として眼高の発育を推測しているが,内眼角間の距離は
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女性 8歳 ,男性 11歳 ,瞳孔間距離は女性 13歳 ,男性 15歳

で成熟し,顔面上部の発育は下部の発育よりも早いこと

を指摘している。中川ら
13)は
多数例で年齢による瞳孔間

距離の変化は 18歳以降は変動がないことを報告してい

る。また,柳
23)に よる上顎骨の眼宙面の解剖学的実測で

は,18歳以降はほぼ一定の大きさであり,上顎骨の上部

の発育は下部に比較すると明らかに成熟が早いとしてい

る。今回の結果も,眼宙容積は 18歳未満でほぼ成熟して

おり,推測値ではあるが,その時期は男性で 14.9歳 ,女性

で 10.9歳と,瞳孔間距離や内眼角間距離と同様の傾向が

あった。世代差については,一般に知られていることは,

身長の高身長化,早熟化および頭部形状の短頭化,顔面の

長型化などであり,本検討における40歳以上の群の眼宙

容積については,さ らに症例を集めて検討する必要があ

る19).

今後,様々な眼宙疾患で眼寓容積を測定し,データを蓄

積することにより,病態を理解する一つのパラメータと

して確立することが可能であると思われた。

V結  語

1.109例 129撮影の X線 CT画像を用いて,健常眼宙
の容積を測定し,主にその発育について検討を行った。

2.眼宙容積の計測には,涙嚢街から視神経管開口部ま

での範囲の 2cmス ライスの連続冠状断画像を用いた .

3.計測の再現性は良好であった。

4.個体における眼宙容積の左右差はなかった ,

5.眼宙容積は,身長と外側眼寓縁間距離に強い相関が

あ り,眼嵩容積を一元的に推定できる可能性が推定され

た。また,12歳未満において性差はなく,年齢との間にも

相関が強かった .

6.眼嵩容積が急速に発育するのは,男性で 14。 9歳 ,女

性で 10.9歳までと推測され,こ の際の眼宙容積は成人の

95%に 達した。眼高の発育が停止 していた 18歳以上 40

歳未満の平均眼宙容積は,男 性 23.6 cm3,女 性 20.9 cm3

であった。

7.40歳以上の男女で眼宙容積が拡大する傾向があ

り,成人を検討する場合 ,世代差も考慮する必要があると

考えられた。
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